
 
 
 
 
 
 
 

第1467回例会18年11月27日(月) 
   海南商工会議所   12:30～ 

 

１．開会点鐘        副会長  大川 幹二 
２．ロータリーソング        「奉仕の理想」 

３．ビジター紹介    高野山 RC 亀岡 弘昭様  
４．出席報告  

会員総数71名 出席者数50名 出席免除会員1名 

  出席率 71.43％ 前回修正出席率 97.14％ 

 

５．会長スピーチ     副会長  大川 幹二 
本日は新垣会長が不在のため

代わりにスピーチさせていただ

きます。 
亀岡弘昭さん、ようこそおい

でいただきました。有難うござ

います。先日 3 クラブ合同のゴ
ルフコンペがあり、私も参加さ

せていただきました。団体戦で

は当クラブが優勝いたしました。個人戦でも 1位が桑
添さん、2位に小椋さん、3位に吉野さんと上位を独
占いたしました。お天気が心配されたのですが雨が降

ることも無く、皆さんがゴルフを楽しまれました。 
私もスコアはそんなに良くなかったのですが、楽し

くゴルフをさせていただきました。 
ありがとうございました。 
 

６．委員会報告 

○国際奉仕委員会  林 孝次郎委員長 
 ソルトレイクの国際ロータリーに行かれる方があ

れば、連絡してください。 

 

７．会員卓話 

○井本 充彦君 
昭和 41年 7月 31日、船尾で
生まれ、黒江幼稚園・小学校と

やんちゃに過ごし、海南第一中

学校ではやんちゃがエスカレー

トし、両親にも迷惑をかけまし

たが、野球が好きで箕島高校に

入学しました。尾藤監督と出会

い、感動を覚え、練習に明け暮れましたが、1桁の背
番号を得た 3年生の春、学校に迷惑をかける行いをし
てしまいました。夏、チームは甲子園出場を果たしま

したが、私はベンチに入ることができませんでした。

悔しかったです。その悔しさをばねに今も生きていま

す。今回、ロータリーの野球大会が甲子園球場ででき

ると聞き、是非がんばって参加したいと思っています。

高校卒業後の 2年間、家業の漆器を手伝っていました
が、将来のことを考え産業廃棄物処理業へと職を移し、

現在に至っています。ロータリーの先輩方とめぐり合

い、社会での生き方や考え方を勉強させていただきた

いと思います。最後になりましたが、ロータリークラ

ブの活性化を願うと共に、微力ながらお役に立てるよ

うがんばりたいと思います。 
○荻野 昭裕君 
先日、ボーイスカウト海南一

団の倉庫として無償でお借り

している中村さん所有の借家

を大掃除し、整理整頓しました。

数年前、海南一団創立 50 周年
の時にはロータリーにも大変

お世話になりありがとうござ

いました。ボーイスカウト活動が、イギリスのベーデ

ン・パウエル卿によって興ったのが 1907年ですので、
2007年がちょうど 100周年に当たります。少子化の
影響で、スカウト加盟員数は減少傾向ですが、青少年

社会教育として関係者は情熱を持ってがんばってい

ます。さて、倉庫を整理していると昔懐かしいものが

たくさん出てきましたがほとんど処分し、懐かしい写

真は保管することになりました。話は変わりますが、

最近「国家の品格」藤原雅彦著の本を読むと安部総理

のおっしゃる（美しい国日本)・(愛国心)などの言葉が
出ていました。結構面白いのでお薦めします。仏教の

話に変わりますが、仏教でいう｢布施｣は朗読法話集よ

り引用しますと、必要以上に物を蓄えて、むさぼると

いう執着の心を取り除くための修行なのです。また

｢布施｣はお金や物が豊富にないとできないものでは

ありません。｢無財の七施｣（むざいのしちせ）といっ

て、誰にでもできる布施があることを教えています。

たとえば、一、人に優しいまなざしで接する布施、二、

にこやかに人に接する布施、三、人に優しい言葉をか

ける布施、四、人に礼を尽くして接する布施、五、愛
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情のこもった心で接する布施、六、人に座席を譲る布

施、七、人を温かく家に迎える布施などが挙げられま

す。このような布施なら、私たちの心がけ次第でいつ

でもできることです。今の世の中、人と人との温かい

関係が薄れ、孤独感を味わうことが多くなってきまし

た。もっぱら利害関係が中心になっています。こんな

ときこそ、布施の心は福祉を支える精神として最も大

切にしなければならないものだと思います。 
 

８．次回例会 

第 1467 回例会 平成１８年１１月２７日（月） 

12：30～ 海南商工会議所 ４F 

９．閉会点鐘 

 
 
亀岡 弘昭様  お世話になります。（パストガバナ

ーではありませんのでよろしく） 
小椋 孝一君  海南3クラブ合同コンペで2位に入

り、団体にも貢献しました。 
中村 文雄君  昨日、林さんに京都へ連れていただ

き、大変お世話になりました。 
深谷 政男君  昨日は木地さんにタモがかりして

いただきありがとう。 
吉田 昌生君  昨日、紀伊万葉ウォークで 185 人

が和歌浦から藤代へ来て、海南駅前

の万葉歌碑を見て帰りました。県外

からも 80名程の参加がありました。 
荻野 昭裕君  井本さん、よろしくお願いします。 
桑添  剛君  海南３クラブゴルフコンペで優勝

しました。雨の心配をしましたが、

最後まで終えることができました。

御協力ありがとうございました。 
上中 嗣郎君  前週欠席しました。23日、3RCゴ

ルフコンペ、急に欠席し、会費返っ

てきました。 
岡田 雅晶君  ゴルフコンペで当日賞をいただき

ました。 
山田 耕造君  法務局が閉鎖になりました。気をつ

けてください。 
吉野  稔君  海南 3 クラブゴルフ大会に参加さ

せていただき、また、お世話をして

いただいた方有難うございました。 
的場 賢美君  昨日、7年ぶりの小学校の同窓会で

楽しく過ごしました。体が不自由に

なった人もいました。健康でいられ

ることに感謝です。 
 

 
 
 
 
 
地域ぐるみ、地球規模のパートナーシップを 
はぐくむロータリー国連デー 

11月4日ニ
ューヨークで

開催されたロ

ータリー国連

デーには、世

界 42 か国か
ら 1,200人を
超えるロータ

リアンが集ま

り、国連機関

とともにより

効率的な活動を行うことによって、世界的な規模の人

道支援の要望にどのように応えていくか学びました。

識字、水保全、保健および飢餓について、パネル討論

会も行われ、国連機関からスピーカーとして参加して

いた役員からは、ポリオ撲滅のためにＷＨＯ、ＵＮＩ

ＣＥＦとともに活動してきたロータリーのこれまで

の活動が高い評価を受けした。ウィリアムＢ.ボイド
ＲＩ会長は、参加者たちに向けてこのように話しまし

た。「ロータリ

ーの務めに終

わりはありま

せん。私たちが

完璧な世界を

もたらすこと

ができないか

らといって、そ

れに挑戦しない理由にはならないのです。私たちが引

き継いだ世界を、より良い世界にして後世に渡せば、

それでよいのです」 
 
ロータリーが 
献血キャンペーンで表彰される 
ロータリークラブによる長年の献血活動をたたえ、

ＡＡＢＢ(アメリカ血液銀行協会)は、国際ロータリー

（ＲＩ）に「2006 年顕著な業績賞（2006Outstanding 

Achievement Award）」を授与しました。 

10 月 24 日、アメリ

カ・フロリダ州マイア

ミビーチでのＡＡＢＢ

年次会合でこの賞を受

け取った、バリー・ラ

シンＲＩ理事は、「世界

中のロータリークラブ

が、献血によって人命

を救っていることが認

められたことは、すば

らしいことです」と述

べました。 

テキサスキリスト教大学の調査によると、ロータリ

ーの献血活動によって、世界で推定 81 万 7,000 個の

輸血用血液が提供されており、そのうち約 6割の地区

がクラブレベルでの献血活動を行いました。 

IT・会報委員会 委員長 阪口洋一 副委員長 山畑弥生 委員 大江久夫 大谷 徹 魚谷幸司 吉田益巳 


